
SpaceXAI Grok 4.6の技術構造・性能評価お
よび市場戦略に関する総合調査報告書 

Gemini  3.6 Flash 
1. 企業再編とGrok 4.6の発表背景 
2026年8月12日、旧xAIから改称したSpaceXAIは、同社の新たなフラッグシップ大規模言語モデル（
LLM）である「Grok 4.6」を正式に発表した1。本モデルは、前世代モデルであるGrok 4.5のリリースか
ら約5週間という短期間で市場に投入されたものであり、開発組織の構造的変革とプロダクト戦略の
転換を大きく象徴するリリースとなっている1。 
SpaceXによる2026年2月のxAI買収を経て、AI事業部門はブランドの再構築を進めており、Grok 4.6
は「SpaceXAI」の企業名を冠してゼロから開発・プロモーションが行われた初の大型フロンティアモ
デルである1。従来、Grokブランドはソーシャルプラットフォーム「X」の機能拡張やエンターテインメン
ト要素と強く紐付けられていたが、Grok 4.6の登場によって、開発者基盤およびエンタープライズ市
場に向けた高性能インフラとしての位置付けが明確化された1。既存の開発者向けAPIエンドポイント
（api.x.ai）およびドキュメント基盤（docs.x.ai）はそのまま維持されており、既存のシステム統合に対す
る互換性が担保されている2。 
本モデルの開発における最大の特徴は、単なる生パラメータ規模の拡大（スケーリング）から、実用

的エージェント性能および事後学習（ポストトレーニング）の高度化へと焦点を移した点にある4。長時

間にわたる多段階タスクの完遂能力、コードベース全体に及ぶリファクタリング、ならびに自己検証

機能の実装を通じて、長時間運用エージェント（Long-running Agents）分野における市場シェア獲
得が強力に推進されている1。 

2. 技術的アーキテクチャとポストトレーニングの革新 
2.1 1.5兆パラメータ基盤の再利用と事後学習への集中的投資 
Grok 4.6の基盤アーキテクチャには、前身モデルであるGrok 4.5で採用された「V9」ベース（1.5兆パ
ラメータ：1.5T）が引き続き利用されている4。計算資源を基盤モデルの事前学習（Pre-training）の再
実施に投入するのではなく、教師あり微調整（SFT: Supervised Fine-Tuning）と強化学習（RL: 
Reinforcement Learning）の刷新に集中させる戦略が採られた4。イーロン・マスク氏も、パラメータ

数の単純な拡大よりもポストトレーニングの質の向上がモデル性能を決定づけるという方針を明言し

ている4。 
このポストトレーニングの過密化において、SpaceXAIはGrok 4.5自体を活用して合成データと指導
軌跡（SFT Trajectories）を大規模に再生成する手法を導入した1。STEM領域、ソフトウェア工学、およ
び専門的知識労働全般にわたる推論・エージェント行動ログを生成し、不整合やエラーを含む軌跡

をモデルベースの自動チェックアルゴリズムによって厳密にフィルタリング・除外した1。さらに強化学

習フェーズにおいては、特定ドメインに特化したエージェント環境（カーネル最適化、Web開発、CAD/
コンピュータ支援設計等）が構築され、モデルのタスク完了率向上に向けた多角的な報酬モデルが

適用された1。 



2.2 自己検証能力と長時間の自律エージェント運用 
従来のモデルが長尺のマルチステップタスクにおいて文脈を見失い、エラーを累積させる傾向が

あったのに対し、Grok 4.6では自己検証（Self-Verification）メカニズムが飛躍的に強化されている1。

モデルは複合的なタスクを遂行する際、各ステップの途中で自らの出力やコードの挙動をテスト・検

証し、問題を検知した場合には自律的に修正行動を実行してから次のステップへ移行する1。 
この自己補正能力の獲得により、製品コンセプトの抽象的指示から動作可能なアプリケーションの

初版（MVP）を作り上げるプロセスや、大規模リポジトリにおける調査・デバッグ処理において、人間
による継続的な介在を必要としない長時間自律性が向上した1。知識カットオフは2026年2月1日に設
定されており、最新のライブラリやフレームワークの変化に対応する設計がなされている2。コンテキ

ストウィンドウは500,000（500K）トークンに対応し、出力速度は毎秒約78トークン（tps）に達し、追
跡データの中央値（71 tps）を超える優れたレスポンス性能を維持している2。 

3. ベンチマーク評価と競合モデルとの性能比較 
3.1 総合評価指標と他社モデルとの性能均衡 
サードパーティの客観的評価機関であるArtificial Analysisが算出する「Intelligence Index v4.1.1」（9
つのベンチマークの複合スコア）において、Grok 4.6は「61」を獲得した1。このスコアはOpenAIの「
GPT-5.6 Sol Max」と同点であり、Moonshot AIの「Kimi K3」（約2.8兆パラメータ）を凌駕し、
Anthropicの「Claude Fable 5 Max」（62）や「Claude Opus 5 Max」（63）に肉薄する水準である2。前

世代のGrok 4.5 High（スコア56）からは5ポイントの顕著な躍進を記録した1。 
以下に示すデータ表は、SpaceXAI公式アナウンスメントおよび各種評価機関によって報告された最
新モデル群の主要ベンチマーク比較である。 

ベンチマー

ク指標 
Grok 4.6 Grok 4.5 GPT-5.6 

Sol Max 
Claude 
Fable 5 
Max 

Claude 
Opus 5 

AA 
Intelligenc
e Index 

61 56 61 62 63 

GDPval-AA 
v2 (Elo) 

1753 1526 1728 1741 1861 

CursorBen
ch v3.2 

69.9% 66.7% 67.2% 70.5% 未報告 

DeepSWE 
v1.1 

65.9% 54.0% 73.0% 70.0% 68.8% 



FrontierCo
de v1.1 
Extended 

61.3% 56.6% 60.6% 64.9% 未報告 

APEX-Age
nts 

57.5% 47.1% 56.7% 59.2% 未報告 

Terminal-B
ench v3.0 

26.0% 15.7% 34.6% 34.1% 未報告 

APEX-SWE 56.4% 53.6% 未報告 58.8% 未報告 

AA-Briefca
se (Elo) 

1577 1313 1502 1574 1720 

Harvey 
LAB (法務
分析) 

15.8% 12.9% 2.5% 11.3% 未報告 

3.2 ドメイン別勝敗要因の質的分析 
タスク別の比較を行うと、Grok 4.6の強みと課題が極めて明確に浮き彫りとなる2。知識労働および

実務ワークフロー処理能力を評価する「GDPval-AA v2」において、Grok 4.6は1753 Eloを獲得し、
GPT-5.6 Sol Max（1728 Elo）やClaude Fable 5 Max（1741 Elo）を上回る優れた成果を示した1。高度な

法務分析能力を模した「Harvey LAB」ベンチマークにおいても15.8%の正確性を記録し、GPT-5.6 Sol 
Max（2.5%）やClaude Fable 5 Max（11.3%）を引き離して最高精度を達成している2。また、長期的な

思考とビジネス遂行力を測る「AA-Briefcase」では1577 Eloを記録し、実務ナレッジワークにおける高
い適用性を立証した2。 
一方で、純粋なコード合成およびシェル環境でのターミナル操作においては競合モデルに対する課

題が残されている2。開発者向けコーディングベンチマーク「DeepSWE v1.1」において、Grok 4.6は
65.9%とGrok 4.5（54.0%）から急成長を遂げたものの、GPT-5.6 Sol Maxの73.0%やClaude Fable 5 
Maxの70.0%には及んでいない1。コマンドライン操作精度を測定する「Terminal-Bench v3.0」でも、
GPT-5.6 Sol Max（34.6%）に対しGrok 4.6は26.0%にとどまっており、OSレベルの自動化や複雑な
ターミナルデバッグにおいては上位競合が優位性を保っている1。さらにTerminal-Bench v2.1での評
価においても、Claude Opus 5（89.0%）に対してGrok 4.6は88.4%を記録しており、極めて高度な
コーディングタスクでは僅差で追従する構造となっている5。 

4. API経済性・価格構造および運用効率 
4.1 API料金モデルと200Kトークン構造 



Grok 4.6の市場戦略において最も力強い訴求力となっているのが、その極めて競争的なAPI価格設
定である1。500,000トークンのコンテキスト枠と画像入力・テキスト出力を備えた標準APIは、プロン
プト長に応じた二段階の課金構造を採用している1。 
標準レート（プロンプト長が200,000トークン未満の場合）は、入力100万トークンあたり2.00ドル
（キャッシュ命中時は0.50ドル）、出力100万トークンあたり6.00ドルに設定されている1。また、優先

処理を行う高速化オプション（Fast Mode）は標準料金の2倍（入力4.00ドル / 出力12.00ドル）で提供
される2。 
運用設計上、特に注視すべきは「200Kトークンの崖（The 200K-Token Cliff）」と呼ばれる料金構造
である2。リクエストに含まれるプロンプトが200,000トークンに達した時点から、超過部分のみならず
「リクエスト全体の全トークン」に対して長文コンテキスト料金（入力4.00ドル / 出力12.00ドル）が一律
適用される2。このため、200,000トークンの閾値をわずかに超えるようなコンテキスト呼び出しでは
コストが倍増するため、プロンプトキャッシュや文脈圧縮の導入が極めて重要となる2。 
主要フロンティアモデルにおけるAPI利用料金の比較は以下の通りである。 

モデル名 コンテキスト

枠 
入力価格 
(対100万) 

キャッシュ入

力 (対100
万) 

出力価格 
(対100万) 

標準タスク

平均コスト 

Grok 4.6 
(標準・
<200K) 

500,000 $2.00 $0.50 $6.00 $0.84 

Grok 4.6 
(長文・
≥200K) 

500,000 $4.00 $1.00 $12.00 変動 

GPT-5.6 
Sol 
(Standard) 

128,000+ $5.00 未公表 $30.00 未公表 

Claude 
Opus 5 

1,000,000 $5.00 $0.50 $25.00 $2.03 

Claude 
Fable 5 

1,000,000 $10.00 $0.50 $50.00 未公表 

Kimi K3 1,000,000+ $3.00 未公表 $15.00 未公表 

4.2 タスク費用効率とトークン消費の最適化 



出力トークンコストに目を向けると、Grok 4.6の出力価格（6.00ドル）はGPT-5.6 Sol Standard（
30.00ドル）の5分の1、Claude Opus 5（25.00ドル）の約4分の1、Claude Fable 5（50.00ドル）の8分
の1以下という大幅な低価格を実現している2。Artificial Analysisが実施したタスク完了あたりの平均
費用測定において、Claude Opus 5が1タスク完了あたり2.03ドルを費やすのに対し、Grok 4.6は
0.84ドルと半分以下のコストでタスクを完遂する5。 
このコスト差を生み出している背景には、単なる単価の安さだけでなく、モデルの応答効率の高さが

存在する5。長期運用タスクを模したAA-Briefcase評価において、Claude Opus 5 Maxがタスク完遂
に平均103ターンおよび約20億入力トークンを消費したのに対し、Grok 4.6は平均53ターンおよび約
5億入力トークンで処理を完了させた5。無駄な対話ターンや過剰なトークン生成を抑える思考の効率

性が、実質的なシステム運用コストの大幅な削減に寄与している5。 

5. エコシステム統合・エンタープライズ課題および将来展望 
5.1 デプロイメントとエコシステムパートナーシップ 
SpaceXAIはGrok 4.6の発表と同時に、広範なチャネルを通じた配備を完遂した1。ファーストパーティ

のコンソール（api.x.ai）およびWebインターフェース（grok.com）での直接提供に加え、先進的なAI
コードエディタである「Cursor」や、自社のマルチエージェント開発環境「Grok Build」への同日統合が
完了している1。初期の市場浸透策として、リリース後1週間にわたりCursorおよびGrok Build内での
含まれる利用枠を2倍に増量するプロモーションが展開された1。 
開発者プラットフォームの拡充として、OpenRouter、Vercel、Cloudflare AI Workers、Amazon 
Bedrock、さらにはDatabricks Agent Bricksといった主要インフラプロバイダー経由での利用が可能
となっている1。一般ユーザーおよびビジネス層に対しては、SuperGrok（月額30ドル）、SuperGrok 
Heavy（月額300ドル）、X Premium+サブスクリプションを通じたアクセスに加え、Microsoft Outlook
、Excel、Word向けのGrokアドイン群が順次展開されている3。 
5.2 エンタープライズガバナンスとコンプライアンス上の課題 
企業顧客がGrok 4.6を本格的なプロダクション環境へ組み込むにあたっては、明確なガバナンス上
の留意点が存在する2。 
第一に、製品発表時点において公式なモデルシステムカード（System Card）や包括的な安全性評
価レポートが同時公開されていない点があげられる2。高度なセキュリティガバナンスを義務付けられ

ている金融・医療・公共セクター等では、第三者による安全性検証やバイアス評価の提示が採用の

必須要件となるケースが多く、ドキュメントの追加補正状況を確認する必要がある2。 
第二に、データプライバシーとリージョン制限に関する仕様である4。API経由のデータはデフォルトで
モデルの学習に利用されない旨が明記されており、標準の30日データ保持ポリシーに加えてゼロ
データ保持（ZDR）オプションが提供されている5。ただし、ZDRを有効化した場合、Responses、Files、
Collections、Batchなどの状態保持機能が制限される技術的トレードオフが発生する5。また、APIの
提供リージョンは現時点で米国東部（US East）および米国西部（US West）に限られており、欧州連
合（EU）での展開は地域的な規制対応により遅延が生じる傾向にある4。 
第三に、APIモデル名の動的エイリアス運用である5。grok-4.6 というモデルIDは将来的なマイナー
改訂時に自動的に最新の安定版へルーティングされるため、出力の完全な再現性やシステム検証

の厳格な固定を求めるエンタープライズ開発においては、日付が明記された不変のピン留めビルド



IDを指定することが不可欠となる5。 
5.3 長期的な技術ロードマップと市場への波及効果 
Grok 4.6の成功は、大規模言語モデルの開発競争における「パラメータ数から事後学習へのシフト」
というトレンドを決定づけるものとなった4。1.5兆パラメータ基盤を用いながら、2.8兆パラメータ級の
Kimi K3を追い抜き、GPT-5.6 Sol Maxと並ぶ知能指数を証明したアプローチは、今後のモデル開発
における費用対効果の基準を刷新している4。 
この成果を踏まえ、SpaceXAIは数週間後に2.1兆パラメータ（2.1T）へとパラメータスケールを引き上
げた「Grok 4.7」の投入を控えている4。Grok 4.7は推論レイテンシがわずかに増加するものの、知能
の上限値とトークン効率のさらなる改善を達成する見込みである4。さらに、イーロン・マスク氏は年

内に「Grok 5」をリリースする計画にも言及しており、急速なモデル更新サイクルを通じて自律型AI
エージェント市場における主導権獲得を推し進めている9。 

6. 総括と市場への統合的影響 
Grok 4.6の市場投入は、SpaceXAIがエンタープライズおよび開発者市場に本格参入を果たした重
要な転換点である1。1.5兆パラメータの既存V9アーキテクチャに、高品質な合成データ生成、厳格な
軌跡フィルタリング、およびドメイン特化型強化学習を組み合わせることで、生パラメータ規模の増大

に依存しない性能向上を成し遂げた1。 
Artificial Analysis Intelligence Indexでのスコア61獲得に見られるように、知識労働や法務分析など
の専門分野で競合を上回る知能を示しながら、出力100万トークンあたり6.00ドルという画期的な低
価格を実現したことは、費用対効果を最重視する企業ユーザーにとって極めて魅力的な選択肢とな

る1。長時間タスクにおける自己検証メカニズムの統合とCursorやGrok Buildとの深いエコシステム
連携により、Grok 4.6は実用的な自律型AIエージェントの基盤モデルとして、市場の構造変化を力
強く牽引している1。 
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